
Ａチーム Ｂチーム

番号 氏　　　名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反 番号 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反

④ 上原　拓也 26 4 6 2 1 ④ 4 0 2 0 5

⑤ 井上　直也 15 0 6 3 3 ⑤ 18 3 3 3 4

⑥ 松尾　祐樹 4 0 2 0 2 ⑥ 18 2 6 0 3

⑦ 三上　隆 6 1 1 1 1 7

⑧ 秋葉　豪 0 0 0 0 0 ⑧ 2 0 1 0 3

9 松原　巧 0 0 0 0 1 9

10 川口　聡 4 0 1 2 1 10

11 菊池　修平 0 0 0 0 0 11 8 2 1 0 2

12 高野　一平 12

13 河端　辰矩 13

14 高山　裕樹 14

15 田中　進太郎 5 0 1 3 0 15

16 尾張　友太 16

17 土屋　吉行 17

18 石川　海斗 21 2 7 1 0 ⑱ 0 0 0 0 4

合　　　　計 81 7 24 12 9 50 7 13 3 21

戦評

審判

（作成担当：　増田　睦）

大木　裕太

石原　将

臼田　大輝

田中　亮

足立九中

会場：小田原アリーナ

チームＢチームＡ

19 9

7

14

16

今村　正隆

松岡　祐亮

田中　賢司

第34回関東中学校バスケットボール大会神奈川大会

氏　　　名

日　時：平成１６年８月８日（日）１３：３０～　

16 20

主審：　　伊　藤　　裕　一　　（埼　玉） 副審：　　高　草　木　　元　浩　　（群　馬）

81 50
(東京都) (山梨県)

田富中

望月　啓次

望月　翔太

長谷川　浩之

試合名：男子２回戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訂正版＞

30

速報№24

　足立九はマンツーマン、田富は2-2-1ゾーンプレス・2-1-2ゾーンで試合が始まった。
足立九はパスを使った速い攻撃で常に速攻を仕掛ける。田富は⑥の３Ｐシュートなど
セットプレーを中心とする攻撃で応戦する。両者１点を争う好ゲームで１Ｑを終了す
る。２Ｑ途中から足立九は、動きの激しい2-1-2ゾーンを広いエリアで使い、ディフェ
ンスに変化をつけ、前半を３５－２９足立九リードで折り返した。後半に入り足立九の
攻撃はさらに激しさを増す。ゾーンデフェンスの動きも速くなりターンオーバーを誘
う。足立九リードを１７点に広げ３Ｑを終える。リズムをなかなか戻すことができない
田富のオフェンスを足立九は必要に追いかけ２６点差となった残り４分、田富タイムア
ウト。オールコートマンツーマンプレスをかけるが８１－５０で試合終了。

青木　健

松永　光貴

合　　　　計

米山　優

大塚　惇矢

入原　隆夫


